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小児医療における連携体制を強化し、大切な命を守ります 

～【重点】小児医療・周産期医療連携推進事業《新規》～ 

令和６年度当初予算額：6,991 万 1 千円【新規】 

■目的 
 持続可能な小児・周産期医療体制を維持するため、地域における医療機関相互の連携体制

の構築や役割分担、機能分化の取組みを推進する。 

■内容   

⑴小児医療連携体制・受入体制構築事業《新規》【令和６年度当初予算額：6,011 万 1 千円】 

 感染症流行時には小児の入院患者が急増するという特性を踏まえ、小児医療における連携

体制の構築や医療機関の役割分担・機能分化をめざす。 

また、連携体制の構築等に向けた取組みとして、小児科拠点病院は、小児の入院に必要な

情報を一元化するデータベースを活用し、小児科診療所等に対して患者の状態に応じた受入

可能病院の情報提供を実施する。 

 

 

＜現状＞         ＜めざす姿＞情報の一元化・入院調整の円滑化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵周産期緊急医療体制確保事業         【令和６年度当初予算額： 980万円】 

 大阪府の周産期医療提供体制の中核を担う周産期母子医療センター等に対し、妊産婦や新

生児のハイリスク症例の受入実績に応じた補助等を実施する。 

主要事業１ 

健康医療部 保健医療室 地域保健課 

担当者 島田、松尾、安井  内線６６９８ 

chiikihoken-g03@gbox.pref.osaka.lg.jp 

データベースを活用したイメージ（入院患者急増時） 

小児科診療所等 

小児科拠点 
医療機関 

小児科診療所等  

Ａ 

病院 
Ｂ 

病院

 

 

  

Ｃ 

病院 

病院ごとに個別連絡・

入院調整 

データベース 

Ａ 

病院 

Ｂ 

病院 
Ｃ 

病院 

入院に必要な 

情報の一元化 

情報参照・ 

病院候補を 

抽出 

診療所等は、受入先がみつかる

まで、様々な病院に連絡を続け

る必要がある。 

小児科拠点病院が窓口となり、依頼があった診療所から聞き取った患

者の状態と、データベースに登録されている情報をもとに受入可能な

病院候補を抽出し提供する。 

… 

患者の状態に応じた 

受入可能病院候補を 

情報提供 

（例：C 病院を提示） 

提供情報を

もとに連絡 

・入院調整 
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■目的 
新生児マススクリーニング検査（先天性代謝異常等検査）については、現在、都道府県及

び指定都市において２０疾患を対象に公費負担により実施されている。治療薬の開発等によ

り、早期発見・早期治療が可能となった２疾患について、将来的な検査対象の拡大をめざ

し、国が実施する実証事業に参加する。 

■内容 
 国の実証事業を活用した新生児マススクリーニング検査を新たに実施し、併せて、国の調

査研究事業に対し検査データの提供をはじめとした連携・協力を行う。 

（１）検査対象者：大阪府では府内（大阪市・堺市を除く）の分娩施設で出生した新生児 

  ※検査には保護者の同意が必要。実証事業に係る検査費用は無料。 

※大阪市・堺市についても、実証事業の参加に向け調整中。 

（２）検査対象疾患：①重症複合免疫不全症（SCID）及び②脊髄性筋萎縮症（SMA） 

 

 

 

 

 

 

（３）検査実施機関（委託予定） 

  地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪母子医療センター 

主要事業２ 

健康医療部 保健医療室 地域保健課 

担当者 松尾、高見    内線２５４４ 

chiikihoken-g03@gbox.pref.osaka.lg.jp 

希少疾患の早期発見による早期治療へつなげます 
～新生児マススクリーニング検査に関する実証事業《新規》～ 

令和６年度当初予算額：1 億 8,327 万円【新規】 

イメージ 

分娩取扱 

医療機関 

 

 

検査 

実施機関 

 

①検査内容の説明 

（保護者の同意取得含む） ③検体及び同意書の送付 

②採血による検体採取 

⑤検査結果の説明 

保護者 

(新生児) 

 

 

④検査結果の連絡 

 

検査を委託 

大阪府 

国の調査研究事業（令和５～７年度） 
連携・協力 

（必要な検査データや情報提供等） 

【新生児マススクリーニング検査に関する実証事業】 

精密検査 

医療機関 

（精査医療機関の紹介） 

⑥受診 

⑦検査実施、結果説明、 

遺伝カウンセリング、治療実施等 

20 疾患 
(従来対象) 

SCID 
 

SMA 
 

左記以外 
 

【実証事業開始後の全体像】 

(実証事業の対象) 

保護者負担→公費負担 保護者負担 公費負担 

①SCID（発生頻度：約５万人に１人） 

➢ 生まれつきの免疫の異常により、病原体か

ら体を守ることができず、感染症を繰り返

し、命にかかわる病気 

②SMA（発生頻度：約２万人に１人） 

➢ 運動神経や筋肉が育たず、全身の筋力が低

下していく進行性の病気。約半数を占める

重症型では早期に積極的な治療をしないと

寝たきりになり命にもかかわる 
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➔  

 

 

⚫  

 

⚫  

 

 

 

（令和６年度当初予算額：１億２,２０７万１千円） 

（令和５年度当初予算額：１億０,２４９万８千円） 

主要事業３ 

健康医療部 保健医療室 地域保健課 

担当者 和田、安吉  内線 4146 

chiikihoken-g04@gbox.pref.osaka.lg.jp  

■目的 
「大阪府ギャンブル等依存症対策基本条例」及び「第２期大阪府ギャンブル等依存症対策推進計

画（R5～R7）」などに基づき、ギャンブル等依存症対策を総合的かつ計画的に推進。 

■内容 
「普及啓発の強化」など７つの基本方針に沿って、若年層への予防啓発、相談支援体制及び治療体

制を強化するほか、依存症問題啓発月間での府民向け啓発やギャンブル等依存症の実態把握調査に

かかる取組みを拡充し、総合的な対策を推進。 
 
＜施策体系＞ 

ギャンブル等依存症対策のさらなる強化 
～【重点】依存症対策強化事業費～ 

Ⅶ 
人材の養成 

基本方針 

【重点❶】 
若年層を対象とした 
予防啓発の強化 

Ⅵ 
調査・分析の推進 

Ⅴ 
大阪独自の 
支援体制の推進 

Ⅳ 
切れ目のない 
回復支援体制の強化 

Ⅲ 
治療体制の強化 

Ⅱ 
相談支援体制の強化 

Ⅰ 
普及啓発の強化

➔【30,074千円】 

重点施策 具体的な取組み 

➔【27,953千円】 

➔【3,909千円】 

【重点❹】 
治療可能な医療機関の拡充 
と治療体制の構築 

 

➔【24,245千円】 

【重点❷】 
依存症に関する正しい知識 
の普及と理解の促進 

【重点❸】 
依存症の本人及びその家族等
への相談支援体制の充実 

【重点❺】 
関係機関等との協働による 
切れ目のない支援の推進 

【重点❻】 
自助グループ・民間団体等 
の活動の充実 

➔【368 千円】 

【重点❼】 
予防から相談、治療及び 
回復支援体制の推進 

➔【33,580千円】 

➔【919 千円】 

【重点❽】 
ギャンブル等依存症に関する 
調査・分析の推進 

【重点❾】 
相談支援等を担う 
人材の養成 

⚫ 若年層向け予防啓発事業 

等 ⚫ 依存症ポータルサイト整備事業 

⚫  依存症問題啓発週間・月間事業 拡充 

（イベント実施等啓発月間中の取組みを拡充） 

⚫ 多職種連携専門相談事業（借金相談等） 

⚫ ＳNS依存症相談事業「依存症ほっとライン」 

⚫ LINE 活用応答システム整備事業 

等 

⚫ 依存症認知行動療法プログラム 
普及支援事業 

⚫ 医療機関職員専門研修事業 

⚫ 医療機関向け簡易介入マニュアル普及事業 

⚫ 民間団体等補助事業 

（依存症早期介入・回復継続支援事業） 

⚫ 依存症関連機関連携会議 

⚫ 支援機関連携モデル構築事業 

等 

⚫ 総合的支援拠点整備事業 

「（仮称）大阪依存症センター」機能検討会議） 

⚫  

 

ギャンブル等依存症にかかる 

実態把握調査 

（新たな手法として webモニター調査を併せて実施） 

拡充 

⚫ 関係機関職員専門研修 

mailto:chiikihoken-g04@gbox.pref.osaka.lg.jp
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大阪・関西万博を契機とした いのち輝く健康未来都市・大阪の実現 
①【重点】健康・栄養対策費 《一部新規》 
②【重点】おおさか健活 10推進プロジェクト事業費 《一部新規》 

 
①令和６年度当初予算額：8,995 万９千円（前年度 2,194 万 4 千円） 

②令和６年度当初予算額：1 億 2,819 万 2 千円（前年度 9,948 万 9 千円） 

（令和６-7 年度債務負担行為：5,500 万円） 

主要事業４ 

健康医療部 健康推進室 健康づくり課 
担当者 ①市川、村田    内線 2500 
    ②洲脇、東中、坂井 内線 6029 
kenkodukuri-g01@sbox.pref.osaka.lg.jp 

 

 

■目的 

万博のコンセプト｢未来社会の実験場｣に即した食に特化したイベントとして、｢ワクワク

EXPO with 第 19 回食育推進全国大会｣を開催する。イベントの開催により、万博に向けた

気運の醸成、万博を契機とした健康寿命の延伸、食文化の発信による大阪の成長をめざす。 

■内容 

１．【継続】ワクワク EXPO with 第 19回食育推進全国大会【６，２６６万３千円】 

①健康・栄養対策費 

▶ 開催日  令和６年６月１日（土曜日）、２日（日曜日） 

▶ 会  場   ATC ホール（大阪市住之江区南港北 2-1-10） 

▶ 主  催   農林水産省、大阪府、大阪市、 

第 19 回食育推進全国大会大阪府実行委員会 

（会長：知事、会長代行：大阪市長） 

▶ テーマ  いのち輝くミライ食育 

▶ 内  容   ｢食｣｢健康｣｢万博｣をテーマに、 

ブース（150 以上）やステージイベントを構成 

・食育活動表彰、食と健康に関するセミナー 

・大阪産（もん）や大阪グルメの物販・飲食ブース 

・｢おいしく食べよう！みんなで食べよう！｣ポスターコンクール表彰式 

・｢おおさか EXPO ヘルシーメニュー｣コンテスト 

・万博テーマ事業プロデューサー（小山薫堂他）によるトークショー 

       ・ミャクミャクと食に関わるご当地キャラによるステージショー    
※具体的な内容は、第３回実行委員会（3 月予定）で決定 

▶ 来場者   25,000 人（見込） 

 

２．【新規】自然に健康になれる持続可能な食環境づくり【９２９万円】 

産学官等が連携し、社員食堂や学生食堂においてナッジを活用する等、利用者がより多くの 

野菜を無理なく摂取できる効果的な手法を検討する。 

＜参考＞ 食育ワクワク EXPO（令和 6 年 1 月 6 日） 

（ワクワク EXPO with 第 19 回食育推進全国大会のプレイベントとして実施） 
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■目的 

大阪府健康増進計画の理念「全ての府民が健やかで心豊かに生活できる活力ある社会」の実現

に向けて、「健活１０＜ケンカツテン＞（※）」と万博の相乗効果により健康づくりの気運を醸成

するとともに、多様な主体の連携・協働により「健康寿命延伸」と「健康格差縮小」をめざす。 

 

■内容 

１．【新規】万博自治体催事関連事業【６,５００万円（令和６-7 年度債務負担行為：5,500 万円）】 

大阪・関西万博の開催という大きなチャンスを活かし、府民の健康意識を向上させるため、

令和７年度の万博本番の催事を企画・運営するとともに、令和６年度から当該催事までの間、

催事と連動したプロモーションを実施する。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

２．【拡充】ライフコースアプローチを踏まえた取組み、多様な主体との連携・協働 

【６,３１９万２千円】 

生活習慣病の予防等に向けて、新たにライフコースアプローチも踏まえ、「健活１０」を軸

に、幅広く府民の主体的な健康づくり活動を推進。大阪・関西万博のインパクトも活かし、

健活おおさか推進府民会議を中心に“オール大阪体制”で取り組む。 

②おおさか健活 10 推進プロジェクト事業費 

※健活 10〈ケンカツテン>…生活習慣の改善や生活習慣病の予防等に向け、府民に取り組んでいただきたい「１０の健康づくり活動」 

「健活 10」の認知度を向上させ、 

多くの人に実践を呼びかけるプロモーションを実施 
〔プロモーション例〕 

・「健活１０」の要素を取り入れた「健活１０ソング」と誰でも簡単に踊れる「健活ダンス」を制作し、動画配信

やイベント出演で普及を行う。 

・新たな「V.O.S.メニュー(※)」を制作し、調理動画・レシピ配信やイベント出演で普及を行う。    

※「野菜たっぷり・適油・適塩」の大阪府による承認メニュー 

「健活 10」プロモーション（令和６年度～自治体催事） 

万博会場内の催事場で「健活 10」のステージイベントを実施 
プロモーションの集大成となる、「健活１０ソング」などのステージイベントにより、「健活 10」を強く印

象付ける。 

 

 

 

 

 

 

※自治体催事の実施時期及び会場は未定 写真はイメージ （出典：日本国際博覧会 HP及び 2025年日本国際博覧会催事施設概要 Ver.2） 

 
 

自治体催事（令和７年度） 

本事業で制作したコンテンツをレガシーとして活用し、 

「健活 10」を一層普及・定着させ、 

将来にわたって府民の健康寿命の延伸につなげる 

万博以降 

※JR大阪駅御堂筋南口コンコース ビッグシート ※R5年度健活おおさか推進府民会議総会 ※健康＠創発ダイアログ 
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令和６年度当初予算額：４億３,795 万 8 千円  

（令和５年度当初予算額：2 億 7,292 万 5 千円） 

 ■目的 
 2025年の府受動喫煙防止条例の全面施行に向けて、支援策を継続して実施し、望まない

受動喫煙を生じさせることのない環境づくりを促進 

 

■府条例全面施行の内容及び施行時期 
 ＜健康増進法＞（2018年7月改正） 

2020年4月（全面施行） 

・原則屋内禁煙（経過措置あり） 

＜条例＞（2019年3月公布） 

  2022年4月（一部施行） 

  ・原則屋内禁煙（府独自の規制） 

  2025年4月（全面施行） 

・原則屋内禁煙（府独自の規制）     

           

■内容 
（１）府条例で規制対象となる飲食店への支援（R6予算：3億8,150万円） 

◆ 喫煙専用室等の設置に係る補助 

・補助率3/4 

・補助上限 基準額300万円（国の助成金を含む補助額225万円） 

◆ 全面禁煙化に伴う改装費等に係る補助 

  ・補助率3/4  

・補助上限 基準額100万円（補助額75万円） 

◆ 国制度と併せたワンストップの相談窓口（大阪産業局）の設置 

（２）屋外分煙所のモデル整備の促進（R6予算：836万6千円） 

◆ 法・条例に基づく原則屋内禁煙の取組みを推進していくことで、路上等屋外における喫煙

が増加する懸念があることから、市町村や民間事業者と連携した「屋外分煙所」のモデル

整備を促進（目標：令和6年度末20～30か所） 

  ＜支援策＞ 
   屋外分煙所の附帯設備（防犯カメラ、案内板等）に 

かかる整備費用に補助 

・補助率1/2  

・補助上限 基準額200万円（補助額100万円） 

  ＜これまでの取組み状況＞ 
   ・整備箇所数：19か所（令和５年度末見込） 

   ・整備事例を踏まえ『「屋外分煙所」モデル整備 

のガイドライン』を作成（令和4年1月） 

 

 
 

条例全面施行まであと１年！まだ間に合う！今こそ受動喫煙防止対策を！ 

～【重点】たばこ対策推進事業費～ 

主要事業５ 

健康医療部 健康推進室 健康づくり課 

担当者 岡本、戸田  内線 ２０５７ 

jkbt@gbox.pref.osaka.lg.jp 

 

 

 

 

（整備事例：民間事業者整備事例 ㈱毎日ビルディング） 

Ⓒ2014 大阪府もずやん 

≪罰則対象のイメージ 

≫ 

違反した場合、５万円以下の過料の対象となる場合があります！ 
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■目的 
○健康アプリ「アスマイル」の普及促進を図り、継続的かつ自発的な予防・健康づくりの促進。 

○集積した特定健診結果や歩数などの PHR データを活用した効果的な保健事業の展開。 

■内容                               
・新規会員増の取組み強化   [目標会員数]：R7 年度末 70 万人（うち国保会員 14 万人）   

●アスマイルを活用した万博との連携強化             

＜R6 年度の主な取組み＞                                             

 ◇「Road to EXPO ポイントチャレンジ」 
   万博の機運醸成と府民の主体的な健康づくりを図るため実施。 

   100 億ポイントまでを４つのステージに分け、 

各ステージの目標達成時に抽選で万博入場チケット等の 

   万博関連特典をプレゼント！                   

◇健康予測 AI 勧奨モデルの活用 
   国保会員の機能充実のため、「健康予測 AI」を発展させ、 

生活習慣の改善や体重を減少させた場合の生活習慣病の 

発症確率の変化を示すことで、健康づくりをサポート！       

 ◇企業協賛によるコンテンツの充実                  
   企業協賛として抽選特典やクーポンを増やし、魅力を UP！ 

 ◇市町村オプションの導入促進                              
   市町村オプション活用による好事例を展開し、            

アスマイルを活用した保健事業をアシスト！ 

  

  

 

          

   

  

  

                          
 
                       
 
                        
                                                   
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

                    

令和 6 年度当初予算額：5 億 6,801 万円  

（令和 5 年度当初予算額：5 億 7,075 万円） 

アスマイルのさらなる推進と万博との連携 
【重点】健康づくり支援プラットフォーム整備等事業/大阪・関西万博を見据えたアスマイル推進事業 

主要事業６ 

健康医療部 健康推進室 国民健康保険課 

担当者 小笠原・宮崎   内線２４０６ 

kokuho@gbox.pref.osaka.lg.jp 

 

 

 

◇アスマイルを活用して、万博の機運醸成と 

来場意向の向上を図りながら、新たに 

健康づくりに取り組む府民の増加をめざす 

⇒万博の入場券等と交換できる「ミャクポ！」
をインセンティブとした友達紹介などの 
キャンペーン等を実施 

 
  

万博の機運醸成 

◇経済産業省が会場で実施する「PHR プラットフォームを活用したサービス提供」との連携 

万博会場での連携 

 

万博の機運 

来場意向度 

健康意識 

UP‼ 

～万博に 向けて取り組む アスマイル～ 

会員数 70 万人に向け、 
これらの取組みを推進！ 

さらに、万博との連携強化 
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きめ細やかな災害対策により自然災害等に備えます 
～【一部重点】災害時医療体制整備事業、他５事業～ 

 
   （令和６年度当初予算額：55 億１,303 万 7 千円） 

                （令和５年度当初予算額：32 億 3,593 万 1 千円）                 

 

主要事業７ 

健康医療部 保健医療室 医療対策課 

担当者 横山、犬伏  内線４５３１ 

iryotaisaku-g02@sbox.pref.osaka.lg.jp 

■目的 
「大阪府医療計画」などに基づき、健康医療部における災害関連事業を総合的かつ

計画的に推進する。 
 
■内容 
「災害医療体制の強化」など医療計画等に掲げる施策の方向に沿って、医療機関に

対する浸水対策支援をはじめ、様々な観点から災害対策を推進する。 
 
 
1．災害時医療体制整備事業【18 億 1,406 万円】≪一部新規≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．災害時における在宅医療への支援【1 億 3,316 万 1 千円】≪新規≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 在宅人工呼吸器使用者非常用電源整備事業＜新規＞【169万 6 千円】 

・医療機関を対象に貸出用の非常用簡易自家発電装置の整備に要する費用を補助 

② 在宅医療サービス基盤整備推進事業＜新規＞【1 億 2,465 万 6 千円】 

・「在宅医療において積極的役割を担う医療機関」を対象に、貸出用の非常用簡

易自家発電装置の整備に要する費用を補助 

③ 在宅患者災害時支援対策整備事業＜新規＞【680 万 9 千円】 

・訪問看護ステーションを対象に、非常用簡易自家発電装置等の購入や機器の

メンテナンス等に関する費用を補助 

 ハード面等の強化（医療機関等） 

※その他の備えとして、NBC 災害・テロ対策設備の整備、
原子力災害医療施設の整備等を実施（継続） 

（病院施設における非常用発電機 例） 

災害時に備え、医療機関の耐震化や非常用設備の導

入を進めるとともに、浸水対策の資材購入について

新たに支援する。 

① 医療機関に対する浸水対策支援事業 2,703 万 9 千円≪新規≫    

・浸水想定区域に立地する医療機関に対し、止水パネル等の資

材購入にかかる費用を補助（補助率：府 1/2 、事業者１/2） 

・医療機関の浸水対策に関する研修会の開催（府直執行） 

② 災害医療機関施設整備事業 16億 3,448 万 2 千円 

・耐震化や非常用自家発電設備の設置等に要する費用を補助 

 

 

 

 

 

在宅医療を受けている患者の支援として、医療機関等における非常用簡易自家発電装置等の

設置や研修・訓練など災害時の備えを強化する。 

（非常用簡易自家発電機 例） 

（止水パネル 例） 
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3．生活基盤施設耐震化等交付金【35 億 3,133 万 1 千円】（継続） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
4.大阪 DMAT 整備事業等【2,324 万 6 千円】（継続） 

災害拠点病院の医師・看護師等に対し、実際の災害現場における活動を踏まえた研修を行い、 

災害時の医療提供体制に備える。 

また、令和６年においては、１１月に近畿地方 DMAT ブロック訓練を大阪府で実施予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.発災時の難病患者に対する支援体制構築事業【970 万 8 千円】≪新規≫   

発災時に、在宅で人工呼吸器を使用している難病患者に適切な支援が行えるよう、医療機関に対す

る研修を新たに実施する。 

 

6.災害時小児・周産期医療体制確保事業【153 万 1 千円】≪新規≫ 

災害時小児周産期リエゾンに対し、大規模災害発生時における円滑な活動や、リエゾンの技能維

持・向上に向けた訓練等を実施し、災害時に小さな命を守ることができるよう努める。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

※その他、災害時歯科保健医療体制検討委員会の設置や、災害時医薬品や粉ミルク等備蓄、 

災害マニュアル及び BCP 策定の支援など、継続した取り組みを実施。 

 
 
 
 

 
 

 
 

ハード面の強化（生活衛生施設） 

市町村等が行う水道施設等の耐震化や老朽化対策、水道事業の広域化の取組みを支援する。 

   （更新前の管路）    （管路更新工事※耐震化） 

     

ソフト面の強化 

〈支援内容〉 

・水道施設等耐震化事業 

・水道事業運営基盤強化推進等事業 

・水道事業における IoT 活用推進モデル事業 

・生活基盤施設耐震化等効果促進事業 

 

（DMAT研修の様子①）       （DMAT 研修の様子②）         （R6 能登半島地震における活動） 

【訓練の例】 

・保健医療調整本部への参集 

及び初動対応 

・小児・周産期領域の情報収集 

・患者の搬送調整等 

（訓練時の災害時小児周産期リエゾン対応例） 
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■目的 
2025 年の大阪・関西万博の開催に向け、感染症対策の強化や来阪する外国人を

受け入れる医療体制の整備を図るなど、万博の円滑な運営に向けた準備を進めます。 
 

■内容  

１．感染症対策の強化 【683万 7千円】 
・万博における感染症対策を強化するために、感染症情 

報の解析等を実施。 
 
 
 
 
 
 
 
 

*(*1)強化サーベイランス：万博開催に特化した感染症の発生・流行・病原体の情報を収集・分析・還元すること 

 (*2)環境サーベイランス：下水からの病原体検出により、輸入感染症等の動向等を把握すること 

 ２．外国人患者受入れ環境の強化等 【8,581万 7千円】 

・万博を契機に増加が見込まれる来阪外国人の医療需要に対応できるよう、外国
人患者受入れ医療機関の拡充を行うとともに、訪日外国人に対する情報発信の
強化等を実施。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ３．その他衛生・安全対策の強化等 【1,761万 2千円】 
  ・大阪・関西万博開催時の衛生・安全対策を強化するために、災害に備えた訓練、

毒劇物取扱施設への監視強化、宿泊サービスの向上、食物アレルギー対応の多言
語対応支援等を実施。 

    

令和６年度当初予算額：１億１,０２６万６千円【新規】 

万博の円滑な運営に向けた準備を進めます 
～【重点】感染症対策強化事業 他２事業～ 

主要事業８ 

１健康医療部 保健医療室 感染症対策企画課  

担当者 門林、西尾    内線４５９３ 

 kansenshotaisaku-g01@gbox.pref.osaka.lg.jp 

２健康医療部 保健医療室 保健医療企画課 

担当者 中村、山本、伊庭 内線２５３２ 

iryokikaku@sbox.pref.osaka.lg.jp 

（ 

 

・外国人患者の受け入れに必要な環境整備を行う

医療機関に対する補助（医療機関内 Wi-Fi 環境

整備等） 

・ビデオ通訳によるコミュニケーション支援 

・外国人向け医療情報提供サイト「おおさかメデ

ィカルネット for Foreigners」の内容の充実 

・大阪・関西万博感染症情報解析センターを大阪

健康安全基盤研究所内に設置し、強化サーベイラ

ンス(*1)の実施、感染症の発生動向を発信すること

により、感染症対策の強化を図る 

・大阪健康安全基盤研究所において、下水を用い

た環境サーベイランス(*2)の実証実験を万博会場付

近で実施 

 

提供：2025 年日本国際博覧会協会 

おおさかメディカルネット 
for Foreigners 
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■内容 〔デザインビルド業者選定支援業務費 2 億 5,000 万円、実施設計費等 556 万円〕 

病院機構に対し、現地建替え整備に要する資金の貸付を行う  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

【新センターの概要】（R6 年 1 月時点） 

［延べ床面積］約 36,967 ㎡ 

［ ］347 床〔現病院 375 床〕 

［概算事業費］約 398 億円 

 

［ ］ 

 

R4 R5 R6～7 R7～11 R11  

基本計画 基本設計 実施設計 建設工事 開院  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和 6 年度当初予算額：2 億 5,556 万円） 

（令和 5 年度当初予算額：0 億 9,925 万円） 

（令和 6-13 年度債務負担行為：361 億 909 万 9 千円） 

 

大阪母子医療センター現地建替え整備の推進 
～【重点】大阪母子医療センター整備事業費～ 

主要事業９ 

健康医療部 保健医療室 保健医療企画課 

担当者 森本、丹内   内線 6198 

iryokikaku-g11@gbox.pref.osaka.lg.jp 

 

研究所併設の強みも生かした、全国トップクラスの周産期・小児の高度医療・研究機関 

府域の医療ニーズに応じ、地域機関と連携して幅広い周産期・小児診療・母子保健の充実 

新センターが目指す姿 

＜新センターの役割＞ 

〔周産期医療〕 府内随一の総合周産期母子医療センターとしての役割 

（１） ハイリスク妊産婦の受入れ 

（２） 低出生体重児等のハイリスクな新生児の受入れ 

（３） 母体・新生児救急搬送の基幹施設 

〔小児医療〕 小児中核病院としての役割 

（１） 小児希少・難治性疾患患者に対して高度・専門的な医療を提供 

（２） 幅広い小児の内科・外科的疾患に対する高度な治療 

（３） 小児救命救急センター及び救急告示医療機関（二次）として 

患者受入れを拡大 

〔研 究 所〕 周産期・小児に関する疾病の原因解明や治療法の開発研究を推進 

＜拡充する機能＞ 

◇感染症対策の強化：NICU のスぺース拡充、病室の個室化、感染外来の設置 

◇災害医療への対応：府の特定診療災害医療センターとしての体制整備  

◇リハビリテーションの拡充：十分な広さの機能訓練室の整備 

◇社会的ハイリスク患者の支援：虐待が疑われる場合の地域機関との連携 

◇産後ケア事業の充実：産後の身体的不安や育児への心的不安等の悩みに関する育児支援 

（工事費等 約 368億円、医療機器 約 30億円） 

研 究 所 

小児医療 

周産期医療 

手術棟 

立体駐車場 
(職員駐車場) 

託児所 

職員駐車場 

ファミリー  
ハウス 

救急 

エネルギー棟 

駐車場 正面玄関 

 R11 年度中に新センター開院予定 


